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令和４年度使用教科用図書採択日程 

 

 県教育委員会 県立高等学校 
県立特別支援学校 

高等部 

４

月 

・教育委員会会議 

（教科用図書採択基本方針を

決定） 

・関係機関に通知 

 

５

月 

・教務主任研修会において教科

用図書選定事務について説明 

・高等学校は 20日にオンライ

ンで研修を実施 

・特別支援学校は 28日～６月

３日に所属校で研修を実施 

・教科書選定会議等を設置 

・教科用図書の調査・研究を実施 

６

月 
 

・教科書選定会議等において教科用図書を選定 

・選定理由書及び採択申請書（教科書需要票第２

表）を県教育委員会に提出 

・高等学校の選定理由書については７月１日，

採択申請書については７月８日まで 

・特別支援学校は７月２日まで 

７

月 

・各学校から提出された書類を

点検 

必要に応じて修正の指摘や

指導を実施 

・選定理由書及び採択申

請書を県教育委員会

に再提出（30日まで） 

 

８

月 

・教育委員会会議 

県立高等学校及び県立特別

支援学校高等部における教

科用図書選定状況等につい

て報告 

 

・教科用図書を採択 

（31日まで） 

 

 

・選定理由書及び採択

申請書を県教育委員

会に再提出（17 日ま

で） 

９

月 

 

・教育委員会会議 

県立高等学校及び県立特別

支援学校高等部における教

科用図書採択結果について

報告 

 

・文部科学省へ需要数を報告 

・特別支援学校用一般図書を

除く 

・16日まで 

 

 

 



2 

県立高等学校における教科用図書選定作業の状況 

 

 

１ 教科書選定会議等の設置 

 全日制 定時制 通信制 計 

ア 教科書を選定することを固

有の任務とする会議を設置し

て，選定を行った。 

11 課程 ４課程 ０課程 15 課程 

イ 既存の会議・委員会等の場

を活用して，選定を行った。 
69 課程 ９課程 １課程 79 課程 

 合   計 80 課程 13 課程 １課程 94 課程 

         

 

２ 教科書選定会議等の開催回数 

   全日制 定時制 通信制 計 

ア １回    ３課程（４） １課程（３） ０課程（０） ４課程（７） 

イ ２回   23 課程（23） ６課程（６） １課程（１） 30 課程（30） 

ウ  ３回   38 課程（36） ４課程（３） ０課程（０） 42 課程（39） 

エ  ４回 16 課程（15） ２課程（２） ０課程（０） 18 課程（17） 

オ  ５回以上    ０課程（１） ０課程（１） ０課程（０） ０課程（２） 

 
合    計 80 課程（79） 13 課程（15） １課程（１） 94 課程（95） 

                                                       ※ （ ）内の数は令和２年度の数値 

  ○令和３年度 平均開催回数：2.8 回（令和２年度 平均開催回数：2.8 回） 

 

 

 ３ ＰＴＡなどから教科書選定に係る意見を聞くなどの取組 

  全日制 定時制 通信制 計 

ア 行った 
80 課程 

  （80） 

13 課程 

（15） 

１課程 

（１） 
94 課程（95） 

イ 行っていない 
０課程 

  （０） 

０課程 

 （０） 

０課程 

（０） 
０課程（０） 

 
合   計 

80 課程 

  （79） 

13 課程 

 （15） 

１課程 

（１） 
94 課程（95） 

                             ※ （ ）内の数は令和２年度の数値 
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県立高等学校の教科用図書選定に対する教育委員会の点検・指導の方針 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教育課程と選定教科書との整合性について 

  ○ 教育課程上の教科・科目の教科書が選定されているか。 

（２）採択申請された教科書の妥当性及び選定理由書に示された選定理由の妥当性について 

  ○ 学習指導要領の趣旨及び学校の指導計画を踏まえて十分に調査研究を行っているか。 

  ○ 生徒の学習内容の定着状況に応じた適切な難易度の教科書が選定されているか。 

  ○ 学科・コースの特徴を生かしたものになっているか。 

点検・指導の観点 

点検結果 

指導 

【事例】 

① 当該校の教育課程で必要とされている教科・科目の教科書が選定されていない。 

② 当該校の教育課程で必要とされていない教科・科目の教科書が選定されている。 

〇 教育課程に基づいて，必要な教科・科目の教科書を選定するよう指導する。 

【事例】 

① 複数の教科書を比較しながら十分に調査研究をしていない。 

② 採択申請された教科書が当該校の生徒にとってどのような点で適合するかが 

 明確でない。 

③ 採択申請された教科書が生徒の学習状況を十分考慮して選定されたかどうか 

 疑問がある。 

○ 選定理由書に調査研究の内容を明確に示すよう指導する。 

○ 教科書の調査研究が不十分である，又は組織的な選定が行われていないと判断
された場合，教科書選定作業をやり直すよう指導する。 

○ 生徒の学習状況を十分考慮したかどうか再検討を促し，必要に応じて選定をし
直すよう指導する。 
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教科用図書選定に当たっての障害種別の観点 

 

 
障害種別 観点 

視覚障害 

○ 原則として点字教科書のもととなる検定済教科

書を選定する。また，点字教科書が発行されてい

ない種目については，文字の大きさ等が見やすい

ものであること，具体的な活動や体験不足を補う

活動・内容が提示されていることなど，視覚に障

害がある生徒の教育に必要な配慮がされているこ

と。 

聴覚障害 

○ 視覚資料が効果的に組織，配列されていること，

視覚資料と関連した解説等が分かりやすく提示さ

れていることなど，聴覚に障害がある生徒の教育

に必要な配慮がされていること。 

肢体不自由 

○ 教科書の大きさ等が扱いやすく，見やすいもの

であること，具体的な活動や体験不足を補う活

動・内容が提示されていることなど，肢体不自由

の生徒の教育に必要な配慮がされていること。 

病弱 

○ 病院や学校という限られた環境での学習である

ことから，情報機器の活用，指導内容の精選など，

病弱の生徒の教育に必要な配慮がされているこ

と。 

知的障害 

○ 生活に結び付いた学習活動が展開できるような

分かりやすい内容が提示されていることなど，生

徒の知的障害の程度，能力・特性及び発達段階に

最もふさわしい内容（文字，表現，挿絵，取り扱

う題材等）のものであること。 

 



広島中央特別支援学校 〇

聴覚障害

広島南特別支援学校 〇

肢体不自由

広島特別支援学校 〇

福山特別支援学校 〇

西条特別支援学校 〇

西条特別支援学校八本松分級

病弱

広島西特別支援学校 〇

知的障害

尾道特別支援学校

尾道特別支援学校しまなみ分校

広島特別支援学校（知的障害）

廿日市特別支援学校

福山北特別支援学校

三原特別支援学校

三原特別支援学校大崎分教室

呉特別支援学校

呉特別支援学校江能分級

庄原特別支援学校

広島北特別支援学校

沼隈特別支援学校

黒瀬特別支援学校

呉南特別支援学校

一般図書の点数の合計 －

視覚障害

55

14

16

24

令和４年度に特別支援学校高等部で使用する教科用図書の選定状況

障害種別
学校名

高等学校に準ずる
教育課程

知的障害者等を教育する
教育課程

高等学校用
検定済教科書

一般図書

28

14

27

21

35

20

28

20

26

22

28

24

21

17

24

※検定済教科書
　○：全ての学年で選定している。（広島中央特別支援学校が選定した教科書には点字教科書を含む）
　＼：教育課程の編成上，当該図書を選定できない。
※知的障害者等を教育する教育課程の欄中の数字は，選定図書点数である。ただし，一つの図書が複数
　の学年で選定された場合は１点とする。
　また，一般図書の点数の合計においては，一つの図書が複数の学校において選定された場合も１点と
　する。
※広島中央特別支援学校が選定した一般図書には，・保健理療科・専攻科理療科・専攻科保健理療科が
　選定した図書を含む。

42

224

24
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